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7月 1 日現在

世帯数 7,882( +15) 
人口 22，532(+15)

男 10，769(+6) 

女 11 ，763(+9) 



町
指
定
の
ご
み
袋
制
度
を
導

入
し
て
か
ら
八
ヶ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
方
の
ご

協
力
に
よ
り
、
今
ま
で
極
端
な
伸

び
を
示
し
て
い
た
燃
え
る
ご
み

の
増
加
が
止
ま
り
、
減
少
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
は
じ
め
ま
し
た
。

さ
て
、
引
き
続
き
ご
み
の
減

量
化
と
再
資
源
化
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
っ
て
、
無
作
為
に
町

内
の
方
を
抽
出
し
、
ご
み
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
内
三
百
七
十
名
の
方
々
か

ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
(
回

答
率
六
七
・
四
%
)
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

Q. 1 回のごみ出しに何枚使っていますか。

Q. 袋の大きさはどうですか。

Q. 生ごみの処理はどうしていますか。

1枚 296人
(80.0%) 

燃えるごみの日に出している

259人 (70.0% )

ボカシを使っている
畑で堆肥化している

無回答

Q. 発泡スチロールやビニール類の処理はどうしていますか。

不燃物の日に出している
334人 (90.3%)

ちょうどよい 263人
(71.1 %) 

中間
無回答

自家焼却している
スーパー等へ持参している

Q . 袋の厚みは・どうですか。

ちょうどよい 322人
(87.0%) 

Q. 発泡スチロールやビニール類を燃やすと有害ガスが
出ることを知っていますか。

知っている 363人
(98.1%) 

厚い

無回答
知らない
無回答

Q. 指定ごみ袋制度導入前と比べて、
不燃物の量はどうなりましたか。

Q. 指定ごみ袋制度導入前と比べて、
燃えるごみの量はどうなりましたか。

増えた 137人
(37.0%) 

変わらない 185人
(50.0%) 

変わらない 170人
(45.9%) 

減った 179人
(48.4%) 

15人 (4 . 1 %)
6人( 1.6% )

増えた
無回答

嚢
信
町
臓
員
募
集

重
信
町
職
員
を
次
の
と

お
り

募
集
し
ま
す

。

募
集
人
員

保
母

若
干
名

応
募
資
格

昭
和
四
十
九
年
四
月

二
日

以

後
に
生
ま
れ
た
者
で
、
保
母

の
資
格
を

有
す
る
者
、
ま
た

は
平
成
十
年
三
月
末
日
ま

で

に
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
者

試
験
日

平
成
九
年
九
月

二
十
一
日
間

会
場町

民
会
館

試
験
科
目

一
般
教
養
試
験

、

作
文
、
面
接

受
験
手
続

平
成
九
年
八
月
二
十
五
日
ま

で
に
履
歴
書
(写
真
貼
付
)
と

健
康
診
断
書
(
胸部
X
線
撮

影
に
よ
る

診
断
必
要
)
を
総

務
課
へ
提
出
し
て
下
さ
い
。

f
L
J喝
、
t
Z
山
民
望

り
舟
庁
。

@包ゆ屯洛屯泥ν4ゆ伝活同ゆ宅洛@8月 16 日 (土)はごみ収集しまれ@官。定定〆官泡ペぬぺ試b匂氾ノむる@

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
謀
総
務
係

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
間
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ぷみについτのQ. びん、缶、ベットボトJレ等の分別収集を
行った場合、協力できますか。

アジケ・ト結果協力できる 351 人
(94.8%) 

協力できない

無回答

Q. 分別収集を行う場合、分別の確認等の作業効率を考え、
袋の透明化について検討していますが、それについて
どう思いますか。 Q. におい等の発生を防ぐため、びんや空き缶、トレイ類を

不燃物に出すとき、洗ってから出していますか。

出している 295人
(79.7%) 

透明がよい 138人
(37.3%) 

半透明がよい 187人
(50.5%) 

31 人 (8.4%)
14人 (3.8%)

不透明がよい
無回答 無回答

出している 264人
(71.3%) 

無回答

Q . ビールびんや一升びんは、
酒屋等に出 していますか。

出している 257人
(69.4%) 

Q. 分別収集を行う場合、その収集回数は、
月何回程度が適当と思いますか。

[瓦7人
(24.6%) 

Q. 火災や爆発事故等を防ぐため、スプレー告やカセット式ガスボンベ
等(;1:、使い切った上で穴をあけてから出していますか。

出していない I I 
89人 I I 

(241 %) I I 

4回 94人
(25.4%) 

2回 143人
(38.6%) 

16人 (4 .3%)
8人 (2.2%)
5人(1.4%)
5人(1.4%)
2人 (0.5%)
6人(1.6%)

1 回以下

5回
8回

9回以上
6回

無回答

出していない 175人
(47.3%) 

Q. 発泡スチロール等のトレイは、
回収協力店に出していますか。

| 出している 184人
(49.7%) 

以
上
の
結
果
が
出
ま
し
た
ほ

か
、
た
く
さ
ん
の
ご

意
見
や
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

ま

た
、
不
燃
物
類
の
分
別
収
集
に

つ
い
て
検
討
す
る
た
め
、
今
月

か
ら
横
河
原
及
ぴ
田
窪
団
地
の

両
地
区
に
お
い
て
モ
デ
ル
事
業

を

実
施
し
ま
す

。

こ
れ
ら
を
参
考
と
し
た
上

で
、
町
民
の

皆
様
と
と
も
に
、

こ
れ
か
ら
の
ご
み
問
題
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

東
温
消
防
署
に
勤
務
す
る
職

員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す

。

募
集
人
員

二
名

応
募
資
格

付
四
十
九
年
四
月
二
日
か
ら

五
十
五
年
四
月

一
日

ま
で

に
生
ま
れ
た
男
子
で
、
高

校
卒
業
程
度
以
上
の
学
力

を

有
す
る
者
。

口
身
長
二
ハ
O

m
以
上
、
体

重
五
十
六
旬
以
上
、
視
力

7
0
以
上
(矯
正
視
力
の

場
合
は
裸
眼
視
力
が
0
・

五
以
上
)
の
者

試
験
日

平
成
九
年
九
月

二
十
一
日
閥

会
場町

民
会
館

試
験
科
目

一
般
教
養
試
験
、
作
文
、
体

力

試
験
、
面
接

受
験
手
続

平
成
九
年
八
月
二
十
五
日
ま

で
に
所
定
の
申
込
書
を

総
務

課
へ
捷
出

問
い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
総
務
係

冨
九
六
四
l

二
O
O

一
附
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改定後現在
現在の日本は、かつて体験した二とのない高齢化

社会を迎え、国民医療費も毎年約1 兆円の規模で増え

つづけています。 この状況下で、わが国の医療保険

制度の財政はパンクしそうになっています。

医療保険制度が健全に運営され、今後も安心して

医療を受けられるよう皆棟のご理解とご協力をお願

いいたします。

3割負担

ゼ
ーく
部婦
負来
担の
弘薬
語塑
け 25
b 謡、

伊
烹

い
ま
ま
で

、
薬
剤
の
患
者
負
担
は
窓
口

負
担
の
中
に

含
ま
れ
て
い

ま
し

た
。
今
回
の
改
正
で
は
、

こ

れ
に
加

え
て

外
来
(
在
宅
医
療
を
含
む
)
で
何
種
類
の
薬
を何
日

分
投
与
さ
れ
た
か
に
よ
っ
て
、

二
疋
の
額
を
負
担
す
る

し

く
み
に
な
り
ま

し

た
。

対
象
と
な
ら
な
い
薬

・

入
院
し
た
と
き
の
薬
剤

-

注
射
、
検
査

、

処
置
、
手
術
等
の
際
に
使
用
さ
れ
る

薬
剤

対
象
と
な
ら
な
い
方

・
6

歳
未
満
の
礼
幼
児

-

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
で
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て

い
る
方

外来の薬剤にかかる一郎負担(挽藁ごと)
内服薬(1 日っき)

1種類 I 2~3種類 6種類以上4~5種類

100円

外用薬と頓服薬については、上記の金額とは別に計算します。

外用薬(湿布、目薬など) I 頓服薬(解綿、鎮痛薬など)
1種類50円、 2種類100円、
3種類以上150円

60円30円0円

1種類につき10円

たとえば
通院したときに、4種類の薬(うち1種類は外周薬)を3日分もらった場合
医療費14，700円の場合
・医療費の3割 14，700円 XO.3=4，410円
.外来の薬剤にかかる一部負担

3種類(30円)X3日分+外周薬1種類(50円) =140円
計4.550円

~70 
文型
保一

舗富
康面

モ 23
富美
ヨi I~ 

芸誌
_.、・-

i三以
か上
カ、 tこ
りな
量る
"1;~ミ

病
院
に
か
か
る
と
き
、
薬
を

も
ら
う
と

き

に
は
、
「

保

険
証
」
と

「
健
康
手
帳
」
「医
療
受
給
者
証
」
を

必
ず
提

出
し

て
く
だ
さ
い
。

複
数
の
医
療
機
関
か
ら
同
じ
薬
を
受
け
取
っ
た
り
、

二
種
類
以
上
の
薬
の
相
互
作
用
で
副
作
用
が
お
き
た
り

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、

「

健
康
手
帳
」

に
医
療
の
記
録

を
行
い
ま
す

。

外来(在宅医療を含む) 入 院

平成9年9月 1 日 ;から 1 日につき500円 1 日につき 1 ，000円

ただし 、 1 か月に4回 (2.叩D円)を限度
入院日数分支払います。

平成 10年度 1 日 1.100円
として 、 ひとつの医療機関ごとに支

平成 11年度 1 日 1.2凹円
払います。

住民税非保税世勝等で老齢福祉年金
支払いの方法など 総合病院では各診療科ごと 、 医科と

を受けている方は 1 日 5凹円を入院日 l
歯科では別身に支払います。

数分支払います。 期限はありません。 l
平成 11年度より医療費の伸びに応じ

(平成9年8月 31 日までは 1 日 300円を2
てスライドします。

か月を限度として支払います。 )

入院中の食事代 入院中の食事代については、これまでと同様に定額の自己負担となりまれ

外来の薬剤にかかる 1 日 500円の自己負担とは別に、薬剤lの種類数と回数分に応じて負担しまれ (上肥参照)
部負4日

たとえば
同じ医療機関に1か月に5回通院し、 1 回の通院ごとに4種類(うち1種類は外用薬)の薬を3日分ずつもらった場合
・医療費定額分 定額負担2，000円 500円 X4回 r4回が限度となるため」
.外来の薬剤にかかる一部負担

(3種類(30円)X3自分+外用薬1種類(50円)=140円 )X5回 =700円

9月は障害者雇用促進月間です。

計2，700円

②信ゆ宅ゆ匂宮/由々氾〆叙シ飽〆'CiJ



注
意
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

"

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
繰
り
上
げ

崎

て
請
求
す
る
際
に
は
、
十
分
に
気

μ

を
つ
け
て
下
さ
い
。

一
勧

・
繰
り
上
げ
請
求
し
た
後
に
、
障

害
に
な
っ
た
場
合
で
も
、
障
害

和

基
礎
年
金
は
受
給
で
き
ま
せ

の

ん
。

人

・

寡
婦
年
金
は
、
繰
り
上
げ
請
求

U

す
る
と
受
給
で
き
な
く
な
り

ま

白

す
。

・

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入

者

期
間
が
あ
る
人
に
六
十
才
か
ら

害

支
給
さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
‘
医

厚
生
年
金
ま
た
は
退
職
共
済
年

金
は
、
繰
り
上
げ
請
求
し
た
と

叩

き
か
ら
六
十
五
才
ま
で
支
給
が

M

停
止
さ
れ
ま
す
。

ゆ

・

遺
族
厚
生
年
金
や
遺
族
共
済
年

一
向

金
を
受
け
て
い
る
人
が
、
老
齢

切

基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
を

ゆ

し
た
場
合
、
六
十
五
才
ま
で
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

-

第
二
号
被
保
険
者
に
な
っ
た
時

に
は
、
老
齢
基
礎
年
金
は
支
給

停
止
(
退
職
ま
た
は
六
十
五
才

に
な
る
ま
で
)
と
な
り
ま
す
。

・
国
民
年
金
の
任
意
加
入
(
六
十

才
か
ら
六
十
五
才
ま
で
)
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
役
場
福
祉
課
の
国
民

年
金
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

老
齢
基
礎
年
金
の

F ノ世U 子、，11-、ノ~II

lr ‘'-")1恰ざ1-' 11
νA ームー、 IIA II....JI 

('-"'~イT." J I づ l

1 /、 . 、、自由戸ーー'

繰
り
上
げ
受
給
は
慎
重
に

波踊・その他
・ じゃ口はこまめに開け閉めしましょう

・歯みがきは コ ップにくんでみがきましょう

・洗面器で顔を洗いましょう

. ì先車する場合、バケツ等で

ため洗いをしましょう

国
民
年
金
の
う
ち
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
年
令
は
六
十
五
才

で
す
。

し
か
し
、
繰
り
上
げ
支
給
制
度

が
あ
り
、
希
望
者
は
六
十
才
か
ら

六
十
四
才
ま
で
の
間
に
繰
り
上
げ

て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
、
普
通
よ
り
早
く
年
金
を
受

け
る
の
で
す
か
ら
、
年
金
を
受
給

す
る
年
令
に
よ
っ
て
、
年
金
額
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
六
十
才
で
受
給
を
開

始
す
れ
ば
、
六
十
五
才
で
受
給
す

る
場
合
の
五
十
八
%
の
年
金
額
に

な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
年
々
繰

り
上
げ
受
給
を
希
望
す
る
人
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
老
齢
基
礎
年
金
は

繰
り
上
げ
支
給
を
希
望
す
る
と
年

金
額
が
減
額
さ
れ
、
そ
の
割
合
は

生
涯
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
次
の
よ
う
な

速い昔から、生命をはぐくんできた水は、地球上のすべ
ての生命にとって欠かせないものです。

8 月 1 日は「水の日 」、 この日から一週間は「水の週間」 か
です。 この機会に、 水の大切さについて 、 もう一度考えて
みましょう 。
夏は水の使用量が増える季節です。皆さん、節水に心が
けましょう 。

「水」その限りある
な資源

- ビール瓶等をタンクにいれると、

水が節約で、きます

・ 使用後のl回流しをしましょう

・大小レバーの使い分けを

しましょう

炊
・ じゃ口はこまめに開け閉めしましょう

・ ためj先いをしましょう

トイレ

卑

5 
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平
成
九
年
度

町
税
の
改
正
点

平
成
九
年
度
の
地
方
税
制
改
正

に
伴
う
町
税
関
係
の
主
な
改
正
点

に
つ
い
て
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

施
行
期
日
は
、
平
成
九
年
四
月

一
日
(
平
成
九
年
度
の
税
か
ら
)
と

な
っ
て
い
ま
す
。

1

県
か
ら
市
町
村
へ
の
税
源
移

譲平
成
六
年
秋
の
税
制
改
革
に
伴

う
市
町
村
の
減
収
補
て
ん
の
た

め
、
個
人
住
民
税
及
び
地
方
の
た

ば
こ
税
の
税
率
の
調
整
に
よ
り
、

県
か
ら
市
町
村
へ
税
源
の
移
譲
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ω

個
人
住
民
税
の
税
率
の
改
正

課
税
所
得
金
額
が
七
O
O

万
円

を
超
え
る
部
分(現

行
)
(
改
正
)

町
民
税
十
一
%
↓
十
二
%

県
民
税
四
%
↓
三
%

そ
の
ほ
か
課
税
短
期
譲
渡
所
得

金
額
に
適
用
さ
れ
る
税
率
な
ど
も

改
正
さ
れ
ま
し
た
が
、
該
当
が
少

な
い
の
で
省
略
し
ま
す
。

山
地
方
の
た
ば
こ
税
の
税
率
の

改
正

町
た
ば
こ
税
(
千
本
当
り
)

(
現
行
)
(
改
正
)

一
、
九
九
七
円
↓
二
、
四
三
四
円

県
た
ば
こ
税
(
千
本
当
り
)

一
、
一
二
九
円
↓
六
九

二
円

旧
三
級
品
に
つ
い
て
は
省
略

2
土
地
に
係
る

固
定
資
産
税
の

税
負
担
の
調
整
措
置

ω

宅
地
(
一
部
の
雑
種
地
等
を

含
む
。
)

平
成
九
年
度
の
評
価
替
え
の
結

果
を
踏
ま
え
、
平
成
九
年
度
か
ら

平
成
十
一
年
度
ま
で
の
聞
の
宅
地

に
係
る
税
負
担
に
つ
い
て
は
、
質

担
水
準
の
均
衡
化
を
よ
り
重
視
す

る
こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し

た
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

即
ち

、

宅
地
の
う
ち
負
担
水
準

の
高
い
土
地
に
つ
い
て
は
税
負
担

を
抑
制
し
、
負
担
水
準
の
低
い
土

地
に
つ
い
て
は
な
だ
ら
か
な
税
負

担
の
引
き
上
げ
を
行
い
つ
つ
、
漸

次
、
負
担
水
準
の
均
衡
化
が
図
ら

れ
ま
す
。

改
正
後
の
負
担
調
整
措
置
(
宅
地
)

負担水準の区分 負担調整率

0.4以上のもの 1.025 
0.3以上0.4未満のもの 1. 05 
0 . 2以上0 . 3未満のもの 1.075 
0.1以上0.2未満のもの 1.1 
0 .1未満のもの 1.15 
揖各年度の負担ポ併に応じて、表に掲げる負担湖幣串
(実質的な税制の吋前年度ア y ブ串}を適用します.

蝿負担水船とは次の軍事式によ 勺 て求的られま寸 。

〔住宅用地的場合〕
前年度課税忠臣継粉

新時価抑i x住宅用地特例串 ( 1戸当 り 200m' まで冠 1 /6 、
200耐を越え る部骨は1/3)

(，商業地主車内宅地の場合〕
前年度認税占軍司血紙

新僻価額

-
住
宅
用
地
の
う
ち
負
担
水
準
が

0

・
八
以
上
の
土
地
に
つ
い
て

は
、
負
担
調
整
率
を

一
と
す
る
。

(
据
置
措
置
)

-
商
業
地
等
の
宅
地
(
店
舗
、
工
場

用
地
、
未
建
築
の
宅
地
、

一
部

の
雑
種
地
等
)
の
う
ち
質
担
水

準
が
0

・
六
以
上
0

・
八
以
下

の
土
地
に
つ
い
て
は
、
負
担
調

整
率
を
一
と
す
る
。
(
措
置
措

置
)

・
商
業
地
等
の
宅
地
の
う
ち
負
担

水
準
が
0

・
八
を
超
え
る
土
地

に
つ
い
て
は
、
負
担
水
準
を
0
・

八
と
し
た
場
合
の
税
額
ま
で
引

き
下
げ
る
。

ω

農
地

農
地
に
つ
い
て
も
、
負
担
水
準

に
応
じ
た
調
整
措
置
が
講
じ
ら
れ

ま
す
。

改
正
後
の
負
担
調
整
措
置
(
農
地
)

負担水準の区分

0.9以上のもの

0 . 8以上0.9未満のもの
0.7以上0.8未満のもの
0.7未満のもの

前年度錬税幌地額
商負主JlAc却.~ =

新司t価前i

顕 一般農地については、 平成9年度評価格により ‘ 闘が
2 . 5~ó、畑が1 . 3~óの上昇ーとなりました。この結晶と、
負担ノド継は 0 . 9以上に以内し‘負拘留司整率は聞が1
025、畑が1 . 013( と も に評価の r_tlー を限 I{[ ) と な りま

すa
また、市街化燥地については、1. 1の負担湖特準 と

なります。

負担調整率

1.025 

1.05 
1.075 
1.1 

ω

著
し
い
地
価
下
落
に
対
応
し

た
臨
時
的
な
税
負
担
の
据
置
措

置前
記
山
、
ω
に
よ
り
税
負
担
が

上
昇
す
る
こ
と
と
な
る
土
地
で
あ

っ
て
も
、
次
の

二
つ
の
要
件
の
い

ず
れ
を
も
満
た
す
も
の
は
、
そ
の

税
額
が
据
え
置
か
れ
ま
す
。

①
そ
の
土
地
の
負
担
水
準
が
全
国

平
均
(
一
戸
当
り

二
O
o
d
ま

で
の
小
規
模
住
宅
用
地
に
あ
っ

て
は
0

・
五
五
、
二
O
o
d
を

超
え
る
一
般
住
宅
用
地
に
あ
っ

て
は
0

・
五
、
商
業
地
等
の
宅

地
に
あ
っ
て
は

0
・

四
五
)
以
上

で
あ
る
こ
と
。

②
そ
の
土
地
の
新
評
価
額
の
下
落

率
が
全
国
平
均
(
0
・
二
五
)
以

上
で
あ
る
こ
と
。

3

そ
の
他

ω

国
民
健
康
保
険
税
課
税
限
度

額
の
引
き
上
げ

(
現
行
一
世
帯

当
り
)
(
改

疋
一世
幣当
り
)

五
二
万
円
↓
五

三
万
円

山
身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
軽

自
動
車
税
の
減
免
措
置
の
拡
充

減
免
の
対
象
と
な
る
軽
自
動
車

は
、
こ
れ
ま
で
は
身
体
障
害
者
自

ら
か
、
若
し
く
は
生
計
を

一
に
す

る
者
が
運
転
す
る
も
の
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
今
回
、
単
身
で
生

活
す
る
身
体
障
害
者
等
を
常
時
介

護
す
る
者
が
運
転
す
る
も
の
が
追

加
さ
れ
ま
し
た
。

@屯路官氾石沼花氾4泡，信泡々か@

8月の納税

国民健康保険税第2期

詳しくは松山南警察署まで

9月 1 日(月)

町県民税第2期

納税期限



女

t憧

平
成
九
年
度
が

ス
タ
ー
ト

六
月
十
三
日
、
第
一
回
理
事
会

を
開
催
し
、
次
の
よ
う
に
今
年
度

活
動
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

一
、
加
盟
国
体
相
互
の
連
絡
調
整

二
、
主
催
事
業

・
町
長
さ
ん
を
囲
む
会

七
月
十
五
日

・
ふ
れ
あ
い
老
人
訪
問

敬
老
の
日
(
予
定
)

・
町
女
性
団
体
研
修
会

平
成
十
年
二
月
(
予
定
)

。
平
成
九
年
度
役
員

議
長
藤
阿
倍
子
(
町
姉
人
会
)

副
議
長
平
岡
初

美
(
日赤
奉仕
)

副
議
長
伊
賀
ツ
タ
ヱ
(
栄
養
推
進
)

事
務
局
長
福
積
清
美
(
女
性
塾
)

会
計
高
須
賀
恵
(
コ
ー
ラ
ス
)

監
事
増
田
康
子
(
と
も
し
さ

監
事
橋
本
多
賀
子
菌
際
交
流
)

ti t.- ‘ f炉、〉

,Q 
:E 

い
径

一
グ
h富

市
ι
f竜
丸

重
信
町
女
性
会
議
は
平
成
六
年

七
月
に
発
足
、
町
内
十
三
の
女
性

団
体
か
ら
な
り
、
各
参
加
団
体
が

自
主
的
に
活
動
し
な
が
ら
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
ち
交
流
し
て
参
り
ま

し
た

。
発
足
し
て
三
年
が
過
ぎ
、
確
か

な
歩
み
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
年

度
は
加
え
て
女
性
と
行
政
の
連
携

を
は
か
り

、

住
み
易
い
町
づ
く
り

を
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

新
し
い
町
勢
要
覧
(
町
制
四
十

周
年
記
念
)
に
は
、
初
め
て
英
文
の

説
明
も
併
せ
て
記
述
さ
れ
、
新
鮮

な
思
い
が
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
女
性
共
通
の
課
題
を

と
り
あ
げ
、
女
性
の
感
性
、
特
に

若
い
人
に
期
待
し
、
協
力
し
て
前

進
し
た
い
と
思
い
ま
す

。

各
団
体
の
活
動
内
容
は
違
っ
て

も
、
「
女
と
女
の
い
い
関
係
L
で
子

を
つ
な
い
で
、
と
も
に
頑
張
っ
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
未
加
入
の
団

体
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ

ま
す
。

(
議
長

藤
岡

惰
子
)

申
宍
レ
一
ア
ィ

l

ス
字
紙

開
講
式
と
第
一
回
講
座

好
天
に
恵
ま
れ
た
六
月
二
十
三

日
、
町
民
会
館
で
、
中
央
レ
デ
ィ

ー
ス

学
級
の
開
講
式
を
行
い
ま
し

た
。
会
員
の
出
席
率
も
よ
く
、
教

育
長
さ
ん
が
ご
挨
拶
の
中
で
、
三

S

運
動
「
仕
事
を
も
っ
・
社
会
奉

仕
を
す
る
・
趣
味
を
も
っ
」
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
長
寿
社
会
に
生
き
る
者
と
し

て
心
す
べ
き
こ
と
だ
と
感
銘
を
う

け
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
第

一
回
健
康
講
座

「
神
経
内
科
と
女
性
」
と
題
し
、

池
川
内
科
・
神
経
内
科
の
院
長

池
川
虞
一
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

お
話
に
よ
れ
ば
、
私
た
ち

が
簡
単
に
考
え
が
ち
な
頭
痛
の
中

に
も
、
非
常
に
恐
ろ
し
い
病
気
の

前
兆
を
示
す
も
の
が
あ
る
と
か
。

ま
た
「
し
び
れ
・
め
ま
い
」
に
つ

司、一

・ー 一

い
て
も
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
原
因
・
治
療
法
な
ど

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
も
っ
と
時
聞
が
欲
し

い
思
い
で
し
た
。

そ
の
後
、
指
導
員
の
明
星
方
夫

先
生
か
ら
講
座
の
運
営
、
及
ぴ
六

月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
八
講
座
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た

。

数
多
く
の
方
々
が
受
講
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
型
社
会
に
お
け
る

女
性
の
生
涯
学
習
の
前
途
が
明
る

い
事
を
感
じ
ま
し
た

。

(学
級
長
宇
都
宮
律
子
)

文

盤

イ生

美
し
い
わ
が
町

熱心に受講

「
文
化
と
織
と
ふ
れ
あ
い
の
町
」

重
信
町
は
、
今
年
度
も
花
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
前
期
、
サ
ル

ビ
ア
、
日
々
草
の
種
蒔
き
か
ら
ポ
ッ

ト
移
植
、

。

フ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
へ
定

植
と
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
塾
生
も
地
域
め
一
員
と
し

て
参
加
し
、
今
年
度
の
活
動
の

一

つ
と
し
て
役
場
前
の
花
壇
を
分

担
、
今
年
は
公
共
の
場
を
借
り
て

皆
さ
ん
と
一
緒
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
輪
を
広
げ
て
い
く
事
を
目
標
に

加
え
ま
し
た
。

六
月
十
四
日
、
花
い
っ
ぱ
い
運

集

動
の
あ
と
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
、

募

重
中
の
先
生
や
生
徒
さ
ん
、
地
域

官

の
婦
人
の
参
加
を
得
、
夏
か
ら
秋

山
悶

向
け
の
花
壇
が
完
成
し
ま
し
た
。

-川

水
や
り
花
が
ら
摘
み
、
土
作
り
や

婦

ボ
カ
シ
堆
肥
の
事
な
ど
を
話
題
に
、
び

楽
し
く
ふ
れ
合
い
の
時
を
持
つ
事

及

が
出
来
、
愛
情
を
持
っ
て
育
て
る

官

事
の
大
切
さ
を
話
し
合
い
ま
し
た
。同

ま
た
、
六
月
十
八
日
に
は
、
新

羽

年
度
か
ら
始
動
の
山
之
内
ク
リ
l

協

ン
セ
ン
タ
ー
へ
見
学
に
行
き
ま
し

愛

た
。
立
派
に
完
成
し
た
施
設
を
長

持
ち
き
せ
る
為
に
私
達
が
出
来
る

事
は
限
ら
れ
て
は
い
ま
す
が
、
子

供
の
未
来
を
思
え
ば
手
を
こ
ま
ね

い
て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

。

ゴ
ミ
を

燃
や
せ
ば

一
割
の
残
灰
と
、
有
毒

ガ
ス
が
発
生
し
ま
す

。

新
工
場
は

そ
の
ガ
ス
も
、
臭

気
を
含
ん
だ
空

気
も
全
部
燃
焼
さ
せ
、
煤
塵
は
フ

ィ
ル
タ
ー
で
こ
さ
れ
、
き
れ
い
な

ガ
ス
と
な
っ
て
五
十
九

m
の
煙
突

か
ら
排
気
さ
れ
ま
す

。

し
か
し
、

混
ぜ
て
は
い
け
な
い
物
を
入
れ
る

と
そ
れ
丈
早
く
炉
が
傷
む
事
に
な

り
ま
す

。

ま
た
公
害
監
視
の
メ
ー

タ
ー
が
門
の
そ
ば
に
取
り
付
け
ら

れ
、
誰
で
も
チ
ェ
ッ
ク
す
る
事
が

出
来
ま
す
。
私
達
に
す
ぐ
出
来
る

事
は
ル
ー
ル
を
守
る

事
だ
と
思
い

ま
す
。

(
塾
生
)



日

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

冨
九
六
四
l

四
一
七
O

ま

た
は冨

九
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
一
ニ一
一
・

一一
二
二

健
康
づ
く
り
料
理
講
習
会

j

食
物
せ
ん
い
を
た
〈
さ
ん
と
ろ
う

j

最
近
よ
く
。
食
物
せ
ん
い
。
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
せ
ん
か
?

現
代
の
日
本
人
の
食
生
活
は
洋

風
化
に
よ
り

食
物
せ
ん
い

が
不
足

し
て
い
ま
す
。
こ
の
食
物
せ
ん
い

は
体
に
必
要
の
な
い
物
質
を
吸
い

取
り
腸
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
働

き
や
、
排
便
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
、

大
腸
が
ん
の
予
防
に
も
効

果
的
で
す
。

食
物
せ
ん
い
を
た
っ
ぷ
り
と
る

た
め
に
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
下
さ
い
。

申
し

込
み
先

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は

役
場
保
健
婦
室
栄
養
士
、

保
健
婦
ま

で

月 日 場 所 時間 準備物 内 骨..m 担当

9 月 3 日附 志津 川 集会所
急増する大腸がん

①原因.使状、 検査方
エフ。 ロ ン }去

叩月 3 日後) 播磨台団地集会所 ②最近の傾向と干防

午前 10時~ タサパー
e去

栄養士食物繊維た っぷ りの

11 月 6 日休) 下林集会所 食卓づ 〈 り

12時30分 タオル ①食物繊維を多く合 保健婦
む食品の紹介及び

平成 10年 2 月 6 日掛 堀池集会所 仁手な筏取方法

筆記用具 l'î.1食物繊維の '1l高 屯

3 月 6 日後) 南野田集会所 献立(調閉ま常と試食)

。l質E正応答

健
康
づ
/
、
。
ス
ク
ー
ル

心
身
と
も
に
健
や
か
に
、
い
つ

ま
で
も
若
々
し
く
充
実
し
た
毎
日

を
送
り
ま
せ
ん
か

。

今
年
の
健
康
づ
く
り
ス
ク
ー

ル

は
、
重
信
町
で
お
な
じ
み
の
素
敵

な
先
生
方
を
お
迎
え
し
て
、
身
近

な
テ
l

マ
で
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
お
越
し
下
さ
い
。

対
象

重
信
町
在
住
の
方

料
金

無
料

申
し
込
み

事
前
に
保
健
婦
ま
で

お
申
し
込
み
下
さ
い

。

日 時 内 廿.,." 講師 場所

国立病院
10月 2 日 (木) 忍び寄る前立腺がん 四国がんセ ンタ ー 町民会館
午後 1時

あなたは大丈夫ですか 泌尿器科 大ホール
"'3時30介

医師住吉 義光

10月 9 日 (桝 健診で見えないものまで 愛媛大学医学部
町民会館

午後1時30介 見えて く る 公衆衛生学
第1 、 2研修室

"'3時 -健診内容と結果の知識一 教授 小西正光

10月 16 日 (木)
ポケないための 松山記念病院 町民会館

午後 1時30分
ポケ (痴呆) の知識 医師山本 芳成 第1 、 2研修室

"'3時

10月 23 日 (木)
生活習慣病の親介

愛媛大学医学部
町民会館

午後 1 時30介
高血圧にかつ

公衆衛生学
第1 、 2研修室

"'3時 教授 小西正光

前
立
腺
が
ん
検
診

今
年
で
、
前
立
腺
が
ん
検
診
も

三
年
目
を
迎
え
ま
し
た

。

今
ま
で
に
、
五
十
五
歳
以
上
の

男
性
百
四
十
人
が
受
診
さ
れ
、
う

ち
八
人
の
方
に
が
ん
が
見
つ
か

り
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
ま
し

た
。

が
ん
予
防
に
は
、
「

早
期
発
見
・

早
期
治
療
」

が
一
番
で
す
が
、
さ

ら
に

「

早
期
検
診
」

で
ご
自
分
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

今
年
度
の
検
診
に
は
、
現
在
三

百
三
+
人
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
機
会
に
、
前
立
腺
が
ん

検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

対
象

五
十
五
歳
以
上
の
男
性

日
時

十
月
二
日
附

午
後

一
時
l

三
時
三
十
分

場
所

町
民
会
館

検
診
内
容

講
義
、
問
診
、
血
液
検
査
、

直
腸
診

料
金

二
百
円

申
し
込
み
方
法

九
月
三
十
日
ま
で
に

保
健
婦
ま

で
電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ



「
三
歳
」
は
、
幼
児
期
の
節
目
の

大
切
な
時
期
で
す
。

三
歳
に
な
る
と
、
心
身
の
発
達

が
め
ざ
ま
し
く
、
器
用
に
体
を
動

か
せ
三
輪
車
が
こ
げ
る
よ
う
に
な

っ
た
り
、
こ
と
ば
で
自
分
の
気
持

ち
ゃ
要
求
を
表
現
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
行
動
範
囲
が

広
が
る
に
つ
れ
て
、
友
達
同
士
の

遊
び
も
増
え
て
き
ま
す
。

三
歳
児
健
康
診
査
で
は
、
心
身

の
健
康
を
確
認
す
る
ほ
か
、
生
活

習
慣
を
見
直
す
た
め
、
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

幼
児
期
の
生
活
習
慣
の
見
直
し

は
、
生
涯
健
康
で
あ
る
た
め
の
基

本
で
す
。

下
記
の
と
お
り
「
三
歳
児
健
康

診
査
」
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
対

象
の
幼
児
は
受
診
し
て
下
さ
い
。

九
戸
之

、
a
AA-
-、

丸
一

4

歳

---

児

日

健

岳会

iP 

康

査

日対
象
者

平
成
六
年
一
月
・
二
月
生

(
三
歳
六
・
七
か
月
児
お
よ
び
四

歳
未
満
の
未
受
診
児
)

場
所町

民
会
館

内
容身

体
計
測
、
問
診
、
生
活
相
談
、

内
科
診
察
、
歯
科
診
察
、
栄
養

相
談
、
歯
科
相
談

そ
の
他

付
二
か
月
に
一
回
の
、
偶
数
月

に
健
診
を
行
い
ま
す
。

ω
対
象
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

(
ア
ン
ケ
ー
ト
を
同
時
に
送

付
)

日
実
施
主
体
が
愛
媛
県
か
ら
重

信
町
へ
移
行
し
ま
し
た
。
問

い
合
わ
せ
は
、
役
場
・
保
健

婦
室
ま
で
。

'‘..・・

一
一

・・・・ E圃
・・・ E・

一一一
・---四四・
---・・

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
は
、

結
核
の
感
染
を
調
べ
る
検
査
で

す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
を

行
い
、
四
十
八
時
間
後
に
判
定
し

て
陰
性
(
発
赤
の
長
径
九
m
以
下
)

の
場
合
に
、
B
C
G

接
種
を
行
い

ツ反判定忍びBCG接種

グ拡
内容

ツベルクリン反応検査

~~ 

ま
すB

C
G

接
種
は
、

接
種
で
す
。

下
記
予
防
接
種
の
注
意
を
よ
く

読
み
、
接
種
会
場
に
お
越
し
下
さ

対象者

18月 27 日
8 月 29 日|、

1 ';1 反を
恰) 1 :.-. ::~""， c 11 定

l 受けた尼

手呈日

19 月 2 日
9 月 4 日|、

1 ';/反を
(木)|||定

l 受けた見

19月 9 日
9 月 11 日|、

1 ';1 反を
休:) I:'-':-:-c"" ， cll定

目受けた児

2 
平成8年6月 1 日~
平成8年 11 月 30 日生まれ
及び4歳未満の未検査児

程

8 月 27 日
嗣

日

平成8年 12月 1 日~

平成9年5月 31 日生まれ
及ひ~4歳未満の未検査児

9 月 2 日
制

8月 29 日・ 9 月 4 日の
ツベルクリン反応検査の
結果、陽性の乳幼児、
及び4歳未満の未検査児

9 月 9 日
以)

型雇主E

結
核
の
予
防

-母子健康手帳
・重信町発行の予防接種手帳

(予診票)

・印鑑・体温計

持参品

町民会館大ホール

時
午後2時'"'-'2時30分

(時間厳守)

所

間

場
実
施
方
法

次
の
こ
と
に
注
意
し
て

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

①受ける予定の予防鐙種について予防
鐙種ガイドブックと r予防接種手帳J
を鶴み、よく理解しましょう。

②由子健康手帳と重信町発行の
予防媛種手帳を必ずご持参下
さい。

③お子さんの健康状態をよく知
つだ人ガ連れて行きましょ
う。

④予防車藍種lこついてご不明広
点は、福祉課保健婦までお
問い合わせ下さい。
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星
空
敏
室

日
時八

月
十
一
日
間

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時
三
十
分

会
場図

書
館
四
階
天
体
観
測
室

内
容ω

夏
の
星
座
と
流
れ
星
・
八
月
の

天
文
現
象
に
つ
い
て
の
説
明

間
夏
の
星
座
・
星
雲
な
ど
の
観
測

講
師四

国
天
文
協
会
会
員

堀
寿
夫
先
生

受
講
料
無
料

注
意
事
項

観
測
室
へ
入
れ
る
人
数
が
限
ら

れ
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
は

事
前
に
社
会
教
育
課
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

図官官唱』

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
民
会
館
内

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

箇
九
六
四
l

一
五
O
O
附

文
化
協
会
主
ミ
ナ
'

日
時九

月
五
日
幽

午
後
七
時
三
十
分
l

場
所町

民
会
館
第

一
・
二
研
修
室

演
題

「
イ
ン
ド
の
仰
跡
巡
拝
の
旅

」

講
師
溝
口
史
郎
氏

(
神
戸
大
学
名
誉
教
授
、
現
在
は

学
校
法
人
神
戸
森
学
園
理
事

長
)

入
場
料
無
料

主
催

重
信
町
文
化
協
会

溝
口
先
生
の
お
話
は
二
回
目
で

す
。
写
真
等
を
使
っ
て
旅
の
内
容

を
紹
介
し
ま
す
。

男
性
稗
理
教
室

ハ
初
級
〉

前回のセミナー

思
い
立
っ
た
ら
吉
日
、
お
料
理

で
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
み
ま
せ

ん
か
・•• 

こ
れ
か
ら
は
、
自
分
の
体
は
自

分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
機
会
を
手
初
め
に
挑
戦

l
)
キ
ナ
し
ょ
、
っ。

日
時
九
月
十
四
日
制

午
前
九
時
三
十
分
i

十
二
時

場
所
町
民
会
館
調
理
室

講
師
松
山
シ
ェ
フ
ル
ー
ル

高
橋
博
子
先
生

内
容

ω
一
番
出
し
の
取
り
方

ω
魚
の
卸
し
方

献
立
①
鯖
の
立
田
揚
げ

②
ひ
げ
し
ん
じ
よ
椀

③
タ
マ
、
不
ギ
の
和
え
物

受
講
料
無
料
(
但
し
材
料
費
七

百
円
は
個
人
負
担
)

募
集
人
数
二
十
人
(
先
着
順
)

申
し
込
み
期
限
九
月
四
日
附

電
話
可

福
寿
夫
学

日
時八

月
二
十
六
日
ω

午
後
一
時
三
十
分
l

場
所町

民
会
館
第

一
・
二
研
修
室

講
演

「
地
域
に
生
き
る
」

l

自
分
探
し
を
し
よ
う
l

高
齢
化
を
「
問
題
だ
」
と
し

て
マ
イ
ナ
ス
・
イ
メ
ー
ジ
で
と

ら
え
て
い
ま
せ
ん
か
/
こ
れ
を

プ
ラ
ス
に
す
る
た
め
に
、
高
齢

者
が
、
今
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
、

共
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

講
師愛

媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師

篠
崎
克
己
先
生

9月 7 日(日)

午前8時30分-(開会式)

北吉井小学校体育館

南吉井小学校体育館

重信中学校体育館

ト レーニングセ ンター

9月 7 日(日)

午前9時~午後4時30分
場 所町民会館1階和室
申し込み不要(当日受付)

主 催町文化協会囲碁教室
昼食は各自ご用意下さい。

連絡先山内冨964-9518

日時時日今回は夏季練成特別企画として r書 と花」を

テーマとしたユニークな世界を展望するミ
ニ書道展(第1図)を下記のとおり開俄いた
します。 場所

色/司主YÕßノCXVòX互~浪ノ@@ノ@

記

8月 19 日 ω-29 日働
町民会館ロビー
重信町書道連盟

重信町教育委員会、重信町文化協会

愛媛県総合科学博物館は臨時休館します。

間
場
催
繊

細
期
会
主
後



コ
ン
ニ
チ
ワ

税
務
課
で
す

役
場
各
課
紹
介
の
四
回
目
は
、
皆

さ
ん
の
生
活
に
深
く
関
わ
る
税
金

を
取
り
扱
っ
て
い
る
税
務
課
で
す
。

皆
さ
ん
の
大
切
な
お
金
か
ら
納

付
さ
れ
る
税
の
し
く
み
や
内
容
な

ど
に
つ
い
て
た
ず
ね
て
み
ま
し
た
。

' 百 ι ‘ f炉、シ11 

税
務
課
に
は
ど
の
よ
う
な

係
が
あ
り
ま
す
か
?

税務課職員

住
民
税
係
、
固
定
資
産
税
係
、

収
納
管
理
係
が
あ
り
、
町
の
財
源

の
約
四
分
の
一
を
占
め
る
町
税

(
主
に
町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
)
や
国
民
健
康
保
険
税

の
計
算
、
収
納
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
係
は
ど
の
よ
う

な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か
?

住
民
税
係
は
、
毎
年

一
月
一
日

現
在
に
重
信
町
に
住
ん
で
い
る
方

に
つ
い
て
、
前
年
中
の
所
得
を
も

と
に
町
民
税
・
県
民
税
の
額
を
決

め
た
り
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
所
得

や
資
産
等
に
応
じ
て
、
税
額
を
決

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
の
事
業
所
に
対
し

て
課
税
さ
れ
る
法
人
町
民
税
も
取

り
扱
っ
て
い
ま
す
。

固
定
資
産
税
係
は
、

一
月
一
日

税
務
課
は
本
館
一
階
に

あ
り
ま
す冨

九
六
四
l

二
O
O

一
間

⑮
二
四
一
1

二
四
五

現
在
に
皆
さ
ん
が
所
有
し
て
い
る

土
地
や
家
屋
に
つ
い
て
、
評
価
に

よ
り
価
額
を
決
定
し
、
そ
の
額
を

基
に
税
額
を
計
算
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
個
人
が
工
場
、

店
舗
な
ど
で
使
用
し
て
い
る
機

械
・
器
具
・
備
品
な
ど
の
償
却
資

産
に
係
る
固
定
資
産
税
の
計
算
も

行
っ
て
い
ま
す

。

こ
の
ほ
か
、
毎
年
四
月

一
日
現

在
に
所
有
し
て
い
る
軽
自
動
車
・

原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自

動
車
等
に
係
る
軽
自
動
車
税
や
、

五
o
o
o
d

以
上
の
土
地
を
所
有

し
て
い
る
方
に
係
る
特
別
土
地
保

有
税
な
ど
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。収

納
管
理
係
は
、
住
民
税
係
・

固
定
資
産
税
係
が
決
定
し
た
税
額

に
つ
い
て
、
納
付
書
を
発
送
し
た

り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て

く
る
税
金
の
収
納
、
及
び
口
座
振

替
の
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
納
税
組
合
に
対
し
て
支

払
わ
れ
る
納
税
奨
励
金
の
管
理
も

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
窓
口
事
務
と
し
て
、

税
に
関
す
る
各
種
の
証
明
書
を
発

行
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

証
明
は
、
個
人
の
財
産
・
所
得
な

ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
内
容

で
す
の
で
、
本
人
以
外
に
交
付
す

る
場
合
は
委
任
状
を
提
出
し
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
窓
口
で
は
、
税
の
し
く

み
を
み
な
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ

け
る
よ
う
な
対
応
に
心
掛
け
て
い

ま
す
の
で
、
ご
不
明
な
点
等
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い

。

町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

お
願
い
は
つ
・

町
で
は
、
住
み
よ
い
豊
か
な
町

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
生
活
環
境

の
整
備
、
社
会
福
祉
の
充
実
、
教

育
文
化
の
振
興
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
、
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
町
税
は
な
く
て
は
な
ら

な
い
財
源
の
一
つ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
税
の

必
要
性
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
、
今
後
と
も
納
税
に
格
別
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

9月 2 日 (刈---5 日 (針

第
2

展
示
室
少
し
お
酒
落
に

農
具
類
や
民
具
は
、

て
も
地
味
な
存
在

。

そ
れ
が
、
展
示
室
の
一
面
を

近
代
的
な
パ
ネ
ル
に
替
え
て
か

ら
、
す
っ
か
り
明
る
く
、
展
示

品
も
見
や
す
く
晴
れ
や
か

。

一
つ
ひ
と
つ
を
丁
寧
に
見
て

い
る
と
、
民
芸
品
と
は
異
な
っ

た
、
生
活
の
汗
を
感
じ
ま
す
。

ど
う
し

②官洛屯泡/叡》定(3/i以%泌包泡ぺD

歴
民
に
電
話
が
つ
き
ま
し
た
。

歯
九
六
四

l
O
七
O

一

F
A
X

兼
用
で
す
。

〈
八
月
の
休
館
日v

・
3

・

4
-
H

・
口
・
日
・
ぉ

白
日
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左
表
の
運
行
表
の
と
お
り
、
ひ
と

月
二
回
ず
つ
巡
回
し
ま
す
。
(
た
だ

し
、
祝
日
は
運
休
し
ま
す
。
)

一
、
五
O
O
冊
の
新
し
い
本
を

載
ん
で
い
ま
す
。
大
い
に
ご
期
待
、

ご
利
用
下
さ
い
。

九
月
か
ら
運
行
す
る
新
移
動
図

書
館
車
の
愛
称
が
「

か
ぼ
ち
ゃ
ん

号
」

に
決
ま
り
ま
し
た
。

町
内
の
方
々
か
ら
、
一
、
二
三

七
通
も
の
応
募
が
あ
り
、
す
ば
ら

し
い
愛
称
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
選
考
の
結
果
、
重
信
町
の
イ

メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー

の
「

か
ぼ

ち
ゃ
ん
」

に
関
連
の
あ
る

「

か
ぼ

ち
ゃ
ん
号

」

に
な
り
ま
し
た

。

ご

応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。新

し
い
移
動
図
書
館
車

「

か
ぼ

ち
ゃ
ん
号

」
は
、
九
月
二
日
か
ら
、

‘ー‘ぅ ιJ‘ 1 17'.)

認除
図書館車

「かぼちゃん号」
に決定

本
が

あ
な
た
を

待
っ
て
ま
す

「かぼちゃん号」巡回日程表
巡 回 日 時 問 場 所

9 : 30"'-' 1 0 : 00 山之内 高岡商店前

10 : 10"'-' 1 0 : 40 キ遇 口 菖蒲バス停前

毎月第二・四
1 0 : 50"'-' 1 1 : 20 /1 新道上組集会所前

火曜日
13 : 30"'-' 14 : 00 /1 樋口公民館前

14 : 10"'-' 14 : 40 /1 町営樋口団地前

14 : 50"'-' 15 : 20 横河原療養所宿舎内

1 5 : 30"'-' 16 : 00 // 愛大横河原宿舎

9 : 30"'-' 1 0 : 00 志津川 集会所前

10 : 10"'-' 1 0 : 40 八反地集会所前

毎月第二・四
1 0 : 50"'-' 川: 20 西 岡 JA倉庫前

13 : 30"'-' 14 : 00 堀 池 JA倉庫前
水曜日

1 4 : 10"'-' 14 : 40 牛 京IJ 集会所前

14 : 50"'-' 15 : 20 /1 牛測団地第一集会所前 l

1 5 : 30"'-' 1 6 : 00 西 岡 自 衛隊官舎内

9 : 30"'-' 1 0 : 00 上樋団地 朝日奈酒店北側

10 : 10"'-' 1 0 : 40 播磨台団地 集会所前

毎月第二・四
1 0 : 50"'-' 1 1 : 20 野田|丁目 北野台団地集会所前

木曜日
13 : 30"'-' 14 : 00 /1 ゆるぎ公園前

14 : 1 0"'-' 1 4 : 40 新 村集会所南側

14 : 50"'-' 1 5 : 20 北野田 公民館前

15 : 30"'-' 16 : 00 南野田 集会所前

9 : 30"'-' 1 0 : 00 上 村 JA第6倉庫前

10 : 10"'-' 1 0 : 40 下 林井上商店東側

毎月第二・四
1 0 : 50"'-' 1 1 : 20 /1 高橋商店前

金曜日
13 : 30"'-' 14 : 00 /1 八幡集会所前

14 : 10"'-' 14 : 40 上 ヰホ ささゆり団地

14 : 50"'-' 15 : 20 /1 五本松集会所前

15 : 30"'-' 16 : 00 /1 菅野商店北側

※巡回日が、祝日と重なる場合は運休します。
第1 ・ 3週は幼稚園・小学校を巡回します。

重信町では、保母資格をお持ちの方で、臨時保母

として登録される方を募集しています。 これは、今

働いている保母が、出産や病気などで長期の休暇を

とる場合に、代替保母として勤務をお願いするもの

です。

詳 しくは、 役場福祉課までお問い合わせ下さい。

箇964-2001附内線252

受
八 付
月 期
十 閏
八
日

(月)
九か
月ら

日
伺)

受
験
資
格

昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

生
ま
れ
の
男
子
・
女
子

採
用
予
定
数

四
国
地
区
若
干
名

問
い
合
わ
せ

松
山
刑
務
所
庶
務

課

歯
九
六
四
|

三
三
五
五

募集種 目 資 格 試験日

2 等陸・海・空士 高卒及び見込み 受付後に指定

婦人自衛官 高卒及び見込み 9月 29 日・ 30 日

苗匡吉ヨ 候 干甫 士 高卒及び見込み 9 月 21 日

曹候補学生 高卒及び見込み 9月 21 日

航空学生(パイロッ卜) 高卒及び見込み 9月 23 日

看 護 A号AL 生 高卒及び見込み 10月 30 日

防 f前 大 学 高卒及び見込み 11 月 15 ・ 16 日

防衛医科大学 高卒及び見込み 11 月 1 ・ 2 日

冨964-2001

冨947-3040

※大学・専門学校等の併願者も歓迎

※詳しいお問い合わせは

重信町役場総務課

自衛隊松山募集案内所(松山市一番目T3-3-5)



ど
う
思
い
ま
す
か

「
セ
ク
ハ
ラ
保
険
」

最
近
の
新
聞
に
、
外
国
の
あ
る

保
険
金
社
が
日
本
の
企
業
を
対
象

に

「
セ
ク
ハ
ラ
保
険
」
を
売
り
だ

し
た
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
(
セ
ク
ハ
ラ
)とは
ど
ん
な
こ
と

で
し
ょ
、
っ
か
。

こ
の
言
葉
は
、
平
成
元
年
の
流

行
語
大
賞
に
な
っ
た
の
で
、
皆
さ

ん
方
も
知
っ
て
お
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

日
本
語
に
直
す
と
、
「
性
的
い
や

が
ら
せ
」
と
言
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
会
社
の
中
で
上

司
が
部
下
の
女
性
の
意
に
反
し
て

つ
き
ま
と
っ
た
り
、
体
を
き
わ
っ

た
り
、
ひ
わ
い
な

言
葉
を
は
い
た

り
、
交
際
を
せ
ま
っ
た
り
し
て
、

言
う
こ
と
を
聞
か
な
い
と
相
手
に

不
利
益
を
与
え
職
場
の
環
境
を
悪

く
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で

す
。
平
成
五
年
の
国
連
総
会
で
決

議
さ
れ
た

「
女
性
へ
の
暴
力
撤
廃

宣
言
」
で
は
、
セ
ク
ハ
ラ
を
女
性

に
対
す
る
人
権
侵
害
、
人
権
問
題

13 

と
明
記
し
て
い
ま
す

。

こ
う
い
っ
た
「
性
的
い
や
が
ら

せ
」

は
、
日
本
で
は
男
性
の
軽
い

冗
談
で
あ
っ
て
、
そ
ん
な
に
目
く

じ
ら
を
立
て
る
こ
と
は
な
い
と
考

え
ら
れ
、
女
性
が
泣
き
寝
入
り
を

し
て
い
る
場
合
が
多
か
っ
た
の
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
数
多

く
の
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
、
企
業
は

ば
く
大
な
損
害
賠
償
金
を
支
払
わ

さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は

、

平
成
二
年
、
静
岡

地
方
裁
判
所
は
、
一
方
的
に
女
性

の
腰
を
さ
わ
る
な
ど
し
た
男
性

が
、
民
法
七
O
九
条
の
不
法
行
為

に
あ
た
る
と
し
て
、
百
万
円
の
慰

謝
料
と
十
万
円
の
弁
護
士
費
用
を

認
め
る
判
決
を
下
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
こ
う
い
っ
た
行
為
は
、

女
性
と
し
て
の
尊
厳
や
性
的
平
等

に
つ
な
が
る
人
格
権
の
侵
害
と
し

て
定
着
し
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
女

性
が
勝
訴
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、

「
共
働
き
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
」

と
い
っ
て
、
夫
婦
が
同
じ
企

業
で
働
い
て
い
る
場
合
、
女
性
の

方
が
昇
進
が
お
く
れ
た
り
、
同
居

生
活
が
不
可
能
な
転
勤
が
な
さ
れ

た
り
、
男
性
が
役
職
に
つ
く
と
女

性
が
退
職
を
せ
ま
ら
れ
る
こ
と
な

ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な

「

性
的
い
や
が
ら

せ
」

は
、
企
業
の
利
益
追
求
を
優

先
す
る
考
え
方
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
の

中
に
あ
る
女
性
軽
視
と
共
通
し
て

い
る
も
の
で
す
。

お
酒
の
席
で
い
や
が
る
女
性
に

無
理
に
お
酒
を
飲
ま
せ
た
り
、
お

し
ゃ
く
を
す
る
こ
と
を
強
要
す
る

こ
と
も

「
性
的
い
や
が
ら
せ
」
に

あ
た
り
ま
す
。

ま
す
ま
す
国
際
化
が
進
む
日
本

で
す
が
、
日
本
独
特
の
女
性
軽
視

の
考
え
方
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
際

社
会
の
中
で
は
通
用
し
な
く
な
り

ま
す
。
日
本
の
あ
る
有
名
な
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
、
ア
メ
リ
カ
の
工

場
で
の
「

セ
ク
ハ
ラ

」

に
対
し
て

と
て
つ
も
な
い
金
額
の
慰
謝
料
を

支
払
う
こ
と
と
、
従
業
員
に
対
し

て
セ
ク
ハ
ラ
防
止
の
教
育
を
す
る

こ
と
で
和
解
し
た
の
は
、
つ
い
最

近
の
出
来
事
で
す

。

で
は
、
「

セ
ク
ハ
ラ
保
険
」
に
入

っ
て
い
れ
ば
大
丈
夫
と
考
え
る
の

で
は
、
経
営
者
の
資
格
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
保
険
に
は
、
セ
ク
ハ

ラ
防
止
の
従
業
員
教
育
が
義
務
付

け
ら
れ
て
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
研

修
を
実
施
し
て
い
る
場
合
に
の
み

保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
の
で
す
。

セ
ク
ハ
ラ
を
防
止
す
る
の
は
企

業
の
経
営
者
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
私
た
ち
一
人
一
人
が
、
社
会

の
中
に
あ
る
女
性
軽
視
の
考
え
方

を
改
め
る
努
力
を
し
た
り
、
人
権

尊
重
の
考
え
方
を
根
づ
か
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
れ
を
「

人
権
文
化
の
創
造
」

と
い
っ
て
い
ま
す

。

運
動

子
供
と
遊
ぶ
運
動

役
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
へj
全
町
民
へ
の
広
が
り
をj

一
学
期
末
の
各
校
区
の
「

い
じ

め
・

登
校
拒
否
問
題
対
策
協
議
会
」

及
び
、
町
の
「
い
じ
め

・

登
校
拒

否
問
題
対
策
連
絡
会
議
」

の
話
し

合
い
は
、
全
国
的
な
い
じ
め

・

登

校
拒
否
の
増
加
や
、
神
戸
の
淳
君

事
件
の
影
響
か
ら
か
、
今
ま
で
に

な
い
前
向
き
の
姿
勢
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の

話
し
合
い
の
結
果
を

ぜ
ひ
、
全
町
民
に
浸
透
さ
せ
、
具

体
的
な
行
動
に
移
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
役
を
お
持
ち
の
皆
さ

ん
に
、
次
の
三
点
の
提
案
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
部
内
の
会

議
で
話
し
合
い
、

実
践
を
/

各
校
区
の
会
、
町
の
会
は
、
代

表
者
の
方
々
の
集
ま
り
で
す
。
こ

こ
で
終
わ
っ
た
の
で
は
具
体
的
な

実
践
に
は
結
び
付
き
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
、
各
部
内
で
、
趣
旨
の
徹
底
と

実
践
へ
の
話
し
合
い
を
深
め
ま
し

ょ
う

。

直
ち
に
実
践
に
移
せ
る
部

(
例
え
ば
、
学
校
等
)
は
、
即
、
行

を
展
開
し
ま
し
ょ
う

動
に
移
し
ま
し
ょ
う

。

ニ
地
域
に
持
ち
帰
っ
て

話
し
合

ぃ
、
実
践
を
/

一
、
で
実
践
に
結
び
付
か
な
い

部
は
、
地
域
に
持
ち
帰
っ
て
話
し

合
い
を
深
め
ま
し
ょ
う
。
こ
の
段

階
で
実
践
に
移
せ
る
部
(
例
え
ば
、

地
区
老
人
会
等
)
は
、
取
組
を
開
始

し
ま
し
ょ
う
。

三
末
端
で
話
し
合
い
、
実
践
を
/

さ
ら
に
趣
旨
を
徹
底
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
部
は
、
末
端
で
の
話

し
合
い
を
も
っ
て
下
さ
い

。

P
T

A

の
場
合
は
「
学
級
P
T
A

」
と

か
「
P
T
A

支
部
総
会
」
、
ま
た
、

区
長
会
の
流
れ
は
「
組
寄
り
」
ま

で
下
ろ
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し

い
と
思
い
ま
す

。

①
実
践
内
容
は
、
各
部
で
取
組
可

能
な
も
の
で
結
構
だ
と
思
い
ま

す
。
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
は
行

動
に
移
す
こ
と
で
す
。
い
く
つ
か

の
部
で
連
携
し
て
取
り
組
む
、
」
と

も
工
夫
し
て
み
て
下
さ
い
。
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み
ん
な
の
公
園
で
す

公
園
の
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

。
ゴ
ミ
箱
は
撤
去
し
て
い
ま
す

の

で
、
各
自
ゴ
ミ
は
持
っ
て
帰
っ

て
下
さ
い
。

。
犬
の
散
歩
を
す
る
時
は
、
ふ
ん

の
後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

。
公
園
で
は
、

ゴ
ル
フ
な
ど
の
危

険
な
行
為
や
、
火
を
使
う
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ゴミはもって

かえってね
重信町

ま
ご
こ
ろ
銀
行
だ
よ
り

重
信
ま
ご
こ
ろ
銀
行
に
次
の
方

か
ら
金
一
封
を
寄
付
下
さ
い
ま
し

た
。
温
か
い
善
意
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
(
敬
称
略
)

〈
香
典
返
し
〉

佐
伯
勝
永
(
見
奈
良
)
亡
母
・
奈
津
子

大
北
耕
一
ニ
(
牛
測
)
亡
母
・
玉
枝

松
本
隆
繁
(
志
津
川
)
亡
父
・
清
高

渡
部
節
子
(
牛
淵
)
亡
夫
・
恒
男

士
口
良
照
幸
(
見
奈
良
)
亡
母
・
カ
ネ
子

加
藤
忠
勝
(
山
之
内
)
亡
父
・
政
太
郎

水
道
だ
よ
り

飲
用
水
の
衛
生
対
策

夏
休
み
を
迎
え
、
水
需
要
が
増

大
す
る
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、

家
庭
の
専
用
水
道
、
井
戸
水
は
大

丈
夫
で
す
か
。
0
1
1
5
7

等
の

病
原
性
大
腸
菌
の
対
策
は
お
済
み

で
し
ょ
う
か
。

安
心
し
て
水
を
飲
む
た
め
に
、

滅
菌
器
の
点
検
、
水
質
検
査
を
行

う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

ど
で
か
ぼ
ち
ゃ
れ

カ
ー
ニ
バ
ル
日

日
時九

月
十
四
日
同

(
小
間
決
行
)

場
所重

信
川
緑
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

か
ぼ
ち
ゃ
搬
入
日
時

九
月
十
三
日
出

午
前
九
時
1

午
後
五
時

九
月
十
四
日
日

午
前
七
時
1

九
時

か
ぼ
ち
ゃ
搬
入
場
所

両
日
と
も
カ
ー
ニ
バ
ル
会
場

※
搬
出
は
必
ず
翌
日
十
五
日
ま
で

に
お
願
い
し
ま
す
。

当
日
は
下
記
の
と
お
り
、
会
場

周
辺
を
交
通
規
制
し
ま
す
の
で
ご

了
承
下
さ
い
。

十
時
l

平成1D年2 月 2 日 (月)から、郵便番号が7ケタ

になります。 重信町内の新郵便番号は次の

予定となっています。新郵便番号簿は、順次、
各ご家庭へお届けします。

山之内 791-0201

樋口 791-0202

横河原 791-0203

志津 川 791-0204

西岡 791-0205

見奈良 791-0211

田窪 791-0212

牛測 791-021 3

南野田 791-0214

北野田 791-0215

野閏 791-0216

上村 791-0221

下林 791-0222

上林 791-0223

上記以外 791-0200 

重信郵便局

8月 11 日伺)

午前10時-11時30分

町民会館大ホール

寺i畢亮一先生

(前全国同和教育研究協議会委員長)

「この真実な教育をともに」

日時

演題

会場

講師

側いうら

日頃按する機会の少ない地域の方々との交流等を目

的に、納涼祭を開催します。
チャリティーオークション、フリーマーケット等の
イベントや社員による出店、ゲーム等の企画を用意
しています。散歩がてら足を運んでみて下さい。

日時 8月 10 日(日j 午後6時 ー9時

場所 重信工業団地株式会社いうら構内
※悶天の場合は、中止となります。

納涼祭(りうら祭り)開催



べをてつ 考学で校げ遭験 る優
き察いも子え校あと J 遇だ N 閉で七
で知るそ件、教つの ι しけ H 杢教月
あしもれは問育た関のたで K 富育十

:ぷ !!??i日TH
いサ起も活 J の処事白日のイ尽

道ちイき の よ 1 件分 講ザー
を早ンる宏ぁ瓦ぅ主をの F 海 lj主
講くをと「りかな;ょ採家ででで子
じこ発、主方らも￡、り庭の長も同
るれしい 1 をのの学上で経%あ俳

気を付けたい子供のサイン
もを
の見常
で逃に
すさ私
。な遠

い親
よも
つ
心こ
がの
けサ
たイ
いン

115 

八
月
一
日
、
西
岡
の
重
信
総
合
公
園
近
く
に
身

-

F

障
者
の
通
所
授
産
施
設
「
ア
イ
セ
ル
プ
」
が
オ
!

、
，
プ
ン
し
ま
し
た
。

-
d

社
会
福
祉
法
人
「
馴
鹿
L

が
設
置
、
運
営
す
る

一
も
の
で
定
員
二
十
人
。
こ
う
し
た
施
設
の
不
足
が

-オ
目
立
つ
中
、
中
予
で
初
め
て
の
施
設
と
い
う
こ
と

-

」
で
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

プ
「
働
く
こ
と
は
生
き
が
い
に
つ
な
が
り
ま
す
。
作

し
V
業
の
内
容
の
内
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
科
パ
ソ
コ
ン
科

引
に
は
ま
だ
余
裕
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
見
学

'
h
i
l
l

に
来
て
下
さ
い
。
働
く
人
同
志
、
仲
良
く
な
っ
て

九

楽
し
い
職
場
を
作
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
施
設
の
設
置

ワ
に
ご
尽
力
さ
れ
た
世
話
人
の
友
沢
美
幸
さ
ん
。

入
所
さ
れ
る
場
合
は
、
本
人
及
び
扶
養
義
務
者
の
収
入
に
応

じ
て
負
担
金
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

七
月
二
十
日
、
下
林
の
三
奈
良

神
社
で
地
元
の
青
年
に
よ
る
村
芝

居
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

-
電

三
奈
良
神
社
の
夏
祭
り
の
際
に

は
M

上
演
さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
六
図

書
河

自
の
舞
台
。

『
邑

今
回
演
じ
た
の
は

「
関
の
弥
太
L
F
'
E

ツ
兵
浮
世
族
」

」
『-
A

「
こ
の
一
回
限
り
の
公
演
に
向
け

信
斗

て
の
練
習
は
二
ヶ
月
間
。
仕
事
を

臨
弓

終
え
て
の
練
習
な
の
で
全
員
が
そ

1
.川

ろ
う
こ
と
は
む
ず
か
し
く
苦
労
し

d
‘

ま
し
た
。
」
と
座
長
の
越
智
治
徳
さ

年

ん
熱
が
こ
も
っ
た
演
技
に
、
大
勢

会J

の
住
民
が
暑
さ
を
忘
れ
て
見
入
つ

て
い
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
愛
媛
運
動
強

開
調
月
間
(
七
月
一
日
よ
一
一

展
十
一
日
)
の
一
環
と
し
て
、

合
M

重
信
町
で
は
、
七
月
二
十

日H
U
日
田
に
ク
リ
ー
ン
愛
媛
運

帽
翼

動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ン

当
日
は
、
早
朝
か
ら
、

一
各
区
ご
と
に
大
勢
の
皆
き

I
J
ん
の
参
加
に
よ
り
、
清
掃

リ1
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、

f
，

道
路
や
公
園
等
の
ゴ
ミ
が

で
一
掃
さ
れ
、
ク
リ
ー

ン
な

同
ヨ

ま
ち
と
な
り
ま
し
た

。

恥
U
U
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご

目
制

ざ
い
ま
し
た
。

成
人
ソ
フ
ト
開
催

②匂ゆ匂~泡々か'C:ß，宅珍⑤

東ブロック優勝 上村

広報の早期配付にご協力下さ L 、。

上林

②宅島宅泌宅浴屯)@/(ぷる包忠信ゆ⑤

西フeロック優勝



窓籍戸 の
7月叩日までの届出分

お
誕
生
お
め
で
と
う

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

牛下上上志下北志牛樋上牛西北北横田志 住
i章 野 i幸 野野 i可 i幸

i剃林林林川林田川洲口林湖l 岡田田原窪川 所

木八越智相原菅能松本野中牧水落片 谷書菅原波部越智佐枝墨武智高寄戸力 瀬成村中 氏
鹿 LJE」 HR 清安 義盛幸岡 ハ益恒田μ」和 経

名ゲト ッ ヲ子ミヨ美高延勝丸 ェ美男実子子ノレ基豊

71 98 77 77 87 85 80 89 77 75 65 67 63 80 53 73 78 75 
年
d寸』3 

7 7 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 苦E
亡
の

9 6 3 2 30 30 30 29 29 27 26 25 25 17 16 12 10 6 日満 3 員長までのお子様を募集します/

掲載ご希望の方はお誕生月の前月 10 日までに、写真に
保護者ーのコメントを添えて役場町民諜までお送り下さい。

志南横下志志志冨上志富横牛横樋上樋回北見宮下冨 住
i幸野河津 i章 i幸!.. ì章 1 河河原 野奈 2 1 

川田 原林 川川川 百村 川 百原洲 口林口窪田良百林百 所

奨宮竹野河岩八筒書主賀官篠重山清山日藤波盟郎 山 重丹新 保鍋崎森中野本木井 岡藤野本家内野本宮央 崎松客慶室宙 護文 i事尚範利大 裕 鍵久哲龍樹一樹里正昭介業 進孝彰宣彰彦賞貢健司人男手IJ 二ニ之 者

佳か拓? ぁ涼t; (t晴1拓? たt大だ祐ゅ芽め仁ti拐敬~~裕?美み 日さ美夏 1佑夏ゆ愛 i将E1 1ぁ瀬菜"1Llt 出世ょ巳み手当や介晴る美;，Brq健輔午け希き依い瑛 也ゃ緒釘 み か永ぇ1晃歩 な奈を 生
児

7 7 7 766  6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 生
年. . . . 
月

2 2 2 2 27 27 26 26 20 19 18 16 16 14 14 13 13 12 6 5 3 3 2 日

ともや

朋也くん
田窪 (H8.8.15生)

ちょっと甘えん坊の朋〈ん、

強くたくましく育ってね/

(父・喜久雄母・まい子)

満 1歳

中居

所

9 ・ 00-11 ・ 001役場保健婦室

9: 30-11: 001町民会館

行事名 |時間|場所 | 日(限) 1 行事名

一学期始業式 1 . _ .. . . 1悦日のため、ごみ収集休みます
j 15UIl 1 

l 例) 1悶県民税第2期 ・国民健康保険税第2期納期限 l |当番医磁石病院 宣信町志津川l1li964-1234

水道使用料 (6 ・ 7月分)納期限 1 1 胃がん・大腸がん検診 (19 日幽まで) 1" . 0" " . oJ 
_ __ _ .. . .. ... .. __. . . I '，，~' . ~.:. -.....-. ..:::".-,----- -. 17 ・ 30- 9 ・ 301町民会館

基本健康診査(診察・相談日) 1 9 ・ 00-11 : 30 1 北吉井小体育館116(必 1 (40才以上の住民) 1 . -- -. _v 1 

2(刈 | ツベルタリン反応検査 1- __ __1__ _ . ..1 おとしより健康相談室(要予約箇964-4 170) 11 4 ・ 00-16 ・ 00 1町民会館
114 ・ 00-14 ・ 30 1町 民会館1 I-'--::.--~.:-::~'''-:''':-_'~ :~".-:.~=_:m:-:v. 1-:' vv --' ~l 

(H8年12~1 日 -H9年間 31 日生まれ及例最未満の末枝査児) 1 -' v v  _._"[  1 _ _", 1女性の健康づくり食生活改千年務調会 1 9: 30-12 : 30 1牛洲集会所
: : 1 17附ト - --ーー一一一 ーーーーーーーーー----ーーー ー ーーー ーーー ト } 

t健康づくり料理講習会 110: 00-12: 30 1志津川集会所| |手話教室 119: 00- 1町民会館
3 (利卜ー ーー ーーーー ーー ーーー ーー ーー ーーート ー イ ー ; 

| 手指教室 119 ・ 00- 1町民会館1 _ _", 11才6か月児健康診査
l 1-- . -- I 1 18附 |

4 附 |ツベル7 ') ン反応判定・ BCG接種(詳し(!;lP蛇ご覧下さい) 114: 00-14 ・ 30 1町 民 会 館 I ，vm 1 (H 8年1月・ 2丹生まれの者)

健康生活相談 1 9: 00-11 : 001役場保健婦室 1 _ _... 1健康生活相談 ・ 食生活相談
ト ーー ー ーーーーーーーーートーーーーーーーーー司ー 11 9幽 |

5 幽|基本健康診査(診察 ・相談日) 1 9: 00-11 ・ 301南吉井小体育館ド“一 |育児相談教室

育児相談教室 1 9: 30 -11 : 001町民会館1 20 止)

6 仕)1 1 "",." 1軍信中学校体育祭1 2 1( 1 骨 l
|成人バレーポール大会 ド… |当番医中川病院 松山市南梅本町包976-7811

7 例1 1
目当番医西野内科クリニック 重信町牛測l1li964-22∞ 1 22聞

元気母ちゃん学級③ 1 9:30-15:001町民会館1 __". 1祝日のため、ごみ収集休みます
トーーーーーーーーーーーートーーーーーーーーーーー: 1 23ω | 

8 侭) 1 リハビリ教室 ド3 ・ 30-15 ・ 301町民会館| |当番医辻井循環器科・内科・小児科 置信町田窪箇964-0013

星空教室 119: 30ー |図書館 4 階 1 24附 |
基本健康診査(診察・相談日) 1 9: 00 -11 : 301町民会館1 不燃物回収円

9 (刈ト ー ーーー一一一一ーーーーーーーーーーーー ーー ーー トーー ーー---ー一一}ー ー ーーーーーー 一:1 トーーーーー一一一一一一一ー ーー一 一ー 噂 ・ーーーー一~ ::.:, - r -_--~: --_-;: ~:: r 
ツベルタリン反応検査(再) <判定は11 日) 114: 00-14: 301町民会館1 __... 110か月児乳児相談 (H8年 11 月生まれの者) 19 :45-10:001町民会館

E t 125附卜ーーーー ー ー ーーー ーーーーーーーーー - -- -ーーーーー ーー ーー ト :f 
不燃物回収日 1 --,.. 14か月児乳児健診(H 9年4月生まれの者) 113:00-14:001町民会館

l州説録語房長;吊~-8) ---------r -9-:-ÕÖ工iiJ記何百五局1 I福どt雨漏ー一一一 一一一 lijf ddζ~-~ ~ ~~ ~ir 民五福
基本健康診査(検査日 )(40才以上の住民) 19:00-11:30 1町民会館1 1基本健康診査(診察・相談日) 1 9: 00 -11 : 301町民会館

中央料理教室@ 1 9: 30- 1町民会館126幽 |育児相談教室 1 9: 30-11: OOli有 吉 井保育所
11附トーー ー ーーーーー ーーー ー ーー ーーー ー ー ー ーーー ー ー ーー ー ーートーー ー ーーーーー ー ーートー一一ーー 一:'j ト ー ーーー ーー ーー ーーーーーーーーー ト ー ー ー}

女性の健康づくリ食生活改普講習会 1 9 ・ 30-12: 30U: 村公民館| |文章教室 119: 30- 1町民会館

行政心配ごと相談所 113: 00ー 15: 001町民会館12拙|花いっぱい運動 1 9: 00-10 ・ 301町民会飲
食生活相談 1 9: 00-11 : 001役場保健紛室 1 1粗大ごみ間収 H

基本健康診査(検査日) (40才以上の住民) 1 9: 00 -11 : 30 1町民会館1 28札1) 川、学校述励金
12幽卜一一一一一一一一一 一一一一ー一一一ート一一一一一一一 }一一一一一一 j ~v".. ， I 

育児相談教室 1 9: 30-11 : 001 南 吉井保有所| |当番医北上嶋博整形外科 松山市平井町霞975-3753

文章教室 119:30- 1町民会館1 1基本健康診査(診察・相談日) 1 9: 00ー 11 : 301町民会館

13出 |花い っぱい迎動 1 9: 00-10: 301町民会館129U'1l 1 リハビリ教室 113: 30-15: 301町民会館

[~-~-~'!!_?土竺ご三て{Iv 一一 一__ll_0_ ~ ~~二一 _l1!t~信~T筏Jt!l号月| |望遠鏡取扱講習会 119: 30- 1町民会館
1 4(日I [当番医 国立療養所愛緩病院 .11町横河原 箇964-24111 1おとしよ 1) 健康相談室(要予約四~~4_-~! ?~>_lリ1_:_ ~~::-_~~ ~ ~~l~~ _ ~_竺ー持

|男性料理教室 一一一 一 一一 r-g::iõ二一一 l~i 民会館1 30(:刈 |回開示}財閥記雨的問一一一 ー

13 ・ 30-14 ・ 301町民会館

場間時

r 

日(隠)

NTT四国電話帳鮒ロ
的
叩

n
H
μ

r
ド
ト⑨791-02 重信町大字志津川972番地由(089)964 -200 l(代表)町民課編集愛媛県温泉郡重信町発行
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